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(57)【要約】
　系統連系インバータの出力電流を感知する第１出力電
流感知部と、感知した出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流
を計算し、感知した出力電流を算出する第１出力電流算
出部と、算出した出力電流と基準電流との差が所定の範
囲を超えるか否かを判断し、算出した出力電流と基準電
流との差が所定の範囲を超えるならば、出力電流を所定
の値だけ低減させる第１出力電流制御部と、を含むこと
を特徴とする、系統低電圧発生による系統連系インバー
タの保護装置である。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　系統連系インバータの出力電流を感知する第１出力電流感知部と、
　感知した前記出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出力電流を算出
する第１出力電流算出部と、
　算出した前記出力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるか否かを判断し、前記算
出した出力電流と前記基準電流との差が前記所定の範囲を超えるならば、前記出力電流を
所定の値だけ低減させる第１出力電流制御部と、を含むことを特徴とする系統低電圧発生
による系統連系インバータの保護装置。
【請求項２】
　前記出力電流を前記所定の値だけ低減させた後、所定の時間が経過したか否かを計測す
る第１タイマをさらに含み、
　前記第１出力電流制御部が、前記所定の時間が経過したか否かを判断し、低減された出
力電流を本来の出力電流に復帰させることを特徴とする請求項１に記載の系統低電圧発生
による系統連系インバータの保護装置。
【請求項３】
　系統連系インバータの出力電流を感知する第２出力電流感知部と、
　感知した前記出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出力電流を算出
する第２出力電流算出部と、
　算出した前記出力電流が制限電流を超えるか否かを判断し、前記算出した出力電流が前
記制限電流を超えるならば、前記出力電流を所定の値だけ低減させる第２出力電流制御部
と、を含むことを特徴とする系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置。
【請求項４】
　前記出力電流を前記所定の値だけ低減させた後、所定の時間が経過したか否かを計測す
る第２タイマをさらに含み、
　前記第２出力電流制御部が、前記所定の時間が経過したか否かを判断し、低減された出
力電流を本来の出力電流に復帰させることを特徴とする請求項３に記載の系統低電圧発生
による系統連系インバータの保護装置。
【請求項５】
　第１出力電流感知部が系統連系インバータの出力電流を感知する段階と、
　第１出力電流算出部が前記出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出
力電流を算出する段階と、
　第１出力電流制御部が前記出力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるか否かを判
断する段階と、
　前記算出した出力電流と前記基準電流との差が前記所定の範囲を超えるならば、前記第
１出力電流制御部が前記出力電流を所定の値だけ低減させる段階と、を含むことを特徴と
する系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法。
【請求項６】
　前記第１出力電流制御部が第１タイマを使用し、前記出力電流を前記所定の値だけ低減
させた後、所定の時間が経過したか否かを判断する段階と、
　前記所定の時間が経過したならば、前記第１出力電流制御部が低減された出力電流を本
来の出力電流に復帰させる段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項５に記載の系統
低電圧発生による系統連系インバータの保護方法。
【請求項７】
　第２出力電流感知部が系統連系インバータの出力電流を感知する段階と、
　第２出力電流算出部が前記出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出
力電流を算出する段階と、
　第２出力電流制御部が前記出力電流が制限電流を超えるか否かを判断する段階と、
　前記算出した出力電流が前記制限電流を超えるならば、前記第２出力電流制御部が前記
出力電流を所定の値だけ低減させる段階と、を含むことを特徴とする系統低電圧発生によ
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る系統連系インバータの保護方法。
【請求項８】
　前記第２出力電流制御部が第２タイマを使用し、前記出力電流を前記所定の値だけ低減
させた後、所定の時間が経過したか否かを判断する段階と、
　前記所定の時間が経過したならば、前記第２出力電流制御部が低減された出力電流を本
来の出力電流に復帰させる段階と、をさらに含むことを特徴とする請求項７に記載の系統
低電圧発生による系統連系インバータの保護方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、系統連系インバータの保護に係り、系統低電圧現象の発生時、系統連系イン
バータの出力電流を制限し、過電流故障を防止するための技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、系統連系インバータの場合、出力電流基準値に合わせて発電する。しかし、
系統に瞬間的な低電圧現象が発生すれば、系統連系インバータの出力電圧と系統電圧との
間に電圧差が発生し、出力電流が急激に増大してしまう。それによって、系統に、低電圧
現象が発生すれば、系統連系インバータの出力電流を低減させなければ、系統連系インバ
ータの過電流故障を誘発する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　本発明が解決しようとする課題は、出力電流の異常急増現象を利用して、系統の低電圧
現象を間接的に検出し、そのような現象発生時、出力電流を低減させる系統低電圧発生に
よる系統連系インバータの保護装置及びその方法に係わるものである。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置は、系統連系インバータ
の出力電流を感知する第１出力電流感知部と、感知した前記出力電流のＤ軸電流及びＱ軸
電流を計算し、前記感知した出力電流を算出する第１出力電流算出部と、算出した前記出
力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるか否かを判断し、前記算出した出力電流と
前記基準電流との差が前記所定の範囲を超えるならば、前記出力電流を所定の値だけ低減
させる第１出力電流制御部と、を含むことを特徴とする。
【０００５】
　前記系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置は、前記出力電流を前記所定
の値だけ低減させた後、所定の時間が経過したか否かを計測する第１タイマをさらに含み
、前記第１出力電流制御部が、前記所定の時間が経過したか否かを判断し、低減された出
力電流を本来の出力電流に復帰させることを特徴とする。
【０００６】
　本発明の他の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置は、系統連系インバ
ータの出力電流を感知する第２出力電流感知部と、感知した前記出力電流のＤ軸電流及び
Ｑ軸電流を計算し、前記感知した出力電流を算出する第２出力電流算出部と、算出した前
記出力電流が制限電流を超えるか否かを判断し、前記算出した出力電流が前記制限電流を
超えるならば、前記出力電流を所定の値だけ低減させる第２出力電流制御部と、を含むこ
とを特徴とする。
【０００７】
　前記系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置は、前記出力電流を前記所定
の値だけ低減させた後、所定の時間が経過したか否かを計測する第２タイマをさらに含み
、前記第２出力電流制御部が、前記所定の時間が経過したか否かを判断し、低減された出
力電流を本来の出力電流に復帰させることを特徴とする。
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【０００８】
　本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法は、第１出力電流感知部
が系統連系インバータの出力電流を感知する段階と、第１出力電流算出部が前記出力電流
のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出力電流を算出する段階と、第１出力電
流制御部が前記出力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるか否かを判断する段階と
、前記算出した出力電流と前記基準電流との差が前記所定の範囲を超えるならば、前記第
１出力電流制御部が前記出力電流を所定の値だけ低減させる段階と、を含むことを特徴と
する。
【０００９】
　前記系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法は、前記第１出力電流制御部
が第１タイマを使用し、前記出力電流を前記所定の値だけ低減させた後、所定の時間が経
過したか否かを判断する段階と、前記所定の時間が経過したならば、前記第１出力電流制
御部が低減された出力電流を本来の出力電流に復帰させる段階と、をさらに含むことを特
徴とする。
【００１０】
　本発明の他の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法は、第２出力電流感
知部が系統連系インバータの出力電流を感知する段階と、第２出力電流算出部が前記出力
電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、前記感知した出力電流を算出する段階と、第２出
力電流制御部が前記出力電流が制限電流を超えるか否かを判断する段階と、前記算出した
出力電流が前記制限電流を超えるならば、前記第２出力電流制御部が前記出力電流を所定
の値だけ低減させる段階と、を含むことを特徴とする。
【００１１】
　前記系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法は、前記第２出力電流制御部
が第２タイマを使用し、前記出力電流を前記所定の値だけ低減させた後、所定の時間が経
過したか否かを判断する段階と、前記所定の時間が経過したならば、前記第２出力電流制
御部が低減された出力電流を本来の出力電流に復帰させる段階と、をさらに含むことを特
徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、出力電流の異常急増現象を利用して、系統の低電圧現象を間接的に検
出し、そのような現象発生時出力電流を低減させることにより、過電流による系統連系イ
ンバータの故障を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置について説明す
るための一実施形態のブロック図である。
【図２】図１の第１出力電流制御部による出力電流の低減をグラフに図示した参照図であ
る。
【図３】本発明の、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置について説明す
るための他の実施形態のブロック図である。
【図４】図３の第２出力電流制御部による出力電流の低減をグラフに図示した参照図であ
る。
【図５】本発明の、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法について説明す
るための一実施形態のフローチャートである。
【図６】本発明の、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法について説明す
るための他の実施形態のフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明による、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置について、
添付された図面を参照して詳細に説明する。
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【００１５】
　図１は、本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置について説明す
るための一実施形態のブロック図であり、系統連系インバータ１００、第１出力電流感知
部１１０、第１出力電流算出部１２０、第１出力電流制御部１３０及び第１タイマ１４０
から構成される。
【００１６】
　系統連系インバータ１００は、電源を系統に供給するために、電力系統と連結されてい
るインバータに該当し、入力端子ＩＮを介して入力された直流電力が、系統連系インバー
タ１００において交流電力に変換され、出力端子ＯＵＴを介して電力系統に伝達される。
【００１７】
　第１出力電流感知部１１０は、系統連系インバータ１００の出力電流を感知し、感知し
た結果を、第１出力電流算出部１２０に出力する。第１出力電流感知部１１０は、出力電
流の感知のための測定センサを具備している。
【００１８】
　第１出力電流算出部１２０は、第１出力電流感知部１１０で感知した出力電流のＤ軸電
流及びＱ軸電流を計算して出力電流を算出し、算出した出力電流を第１出力電流制御部１
３０に出力する。第１出力電流算出部１２０は、感知した出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電
流を計算し、計算されたＤ軸電流及びＱ軸電流の自乗の合算値に対するルート値を求めて
出力電流を算出する。Ｄ軸電流及びＱ軸電流は、系統連系インバータ１００の出力電流Ｕ
，Ｖ，Ｗを、系統電圧の周波数ほど同期座標変換した値であり、一般的に、Ｄ軸電流は、
無効電力に該当する電流であり、Ｑ軸電流は、有効電力に該当する電流である。
【００１９】
　第１出力電流制御部１３０は、第１出力電流算出部１２０で算出した出力電流と基準電
流との差が所定の範囲を超えるか否かを判断する。基準電流は、系統電圧が正常な場合に
おける出力電流の基準値に該当する。また、所定の範囲は、出力電流が系統連系インバー
タの故障を誘発させる基準電流からの限界範囲を意味する。第１出力電流制御部１３０は
、算出した出力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるならば、出力電流を所定の値
だけ低減するように、系統連系インバータ１００を制御する。
【００２０】
　図２は、図１に記載された第１出力電流制御部１３０による出力電流の低減をグラフに
図示した参照図である。図２に図示されているように、出力電流が、基準電流を基準にし
て微細に変動しながら正常に出力されていて、系統低電圧が発生すれば、系統低電圧発生
の時点以後、出力電流が急に高くなる。それによって、第１出力電流制御部１３０は、急
に高くなった出力電流が、基準電流から所定の範囲を超えると判断されれば、出力電流の
大きさを所定の値以下低減させるように、系統連系インバータ１００を制御する。それに
よって、系統連系インバータ１００は、基準電流から所定の範囲以上の大きさを有する電
流に対して、所定の値以下に低減された出力電流を出力する。
【００２１】
　一方、第１出力電流制御部１３０は、出力電流を所定の値以下に低減させる時点におい
て、第１タイマ１４０が計測動作を開始するように制御する。
【００２２】
　第１タイマ１４０は、第１出力電流制御部１３０の計測開始命令によって時間を計測す
る。その後、第１出力電流制御部１３０は、第１タイマ１４０の計測時間が所定の時間（
例えば、１００［ｍｓ］）が経過したか否かを判断する。ここで、所定の時間は、系統電
圧の異常が解消されるほどの十分な時間を意味する。
【００２３】
　もし第１タイマ１４０の計測時間が所定の時間が経過したならば、第１出力電流制御部
１３０は、低減されて出力されている出力電流に対して、本来サイズの出力電流が出力さ
れるように系統連系インバータ１００を制御し、それによって、系統連系インバータ１０
０は、本来サイズの出力電流を出力する。
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【００２４】
　図３は、本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置について説明す
るための他の実施形態のブロック図であり、系統連系インバータ２００、第２出力電流感
知部２１０、第２出力電流算出部２２０、第２出力電流制御部２３０及び第２タイマ２４
０から構成される。
【００２５】
　系統連系インバータ２００は、電源を系統に供給するために、電力系統と連結されてい
るインバータに該当するものであり、前述の系統連系インバータ１００と同一のであるの
で、詳細な説明は省略する。
【００２６】
　第２出力電流感知部２１０は、系統連系インバータ２００の出力電流を感知し、感知し
た結果を第２出力電流算出部２２０に出力する。第２出力電流感知部２１０は、出力電流
の感知のための測定センサを具備している。
【００２７】
　第２出力電流算出部２２０は、第２出力電流感知部２１０で感知した出力電流のＤ軸電
流及びＱ軸電流を計算して出力電流を算出し、算出した出力電流を第１出力電流制御部１
３０に出力する。第２出力電流算出部２２０は、前述の第１出力電流算出部１２０と同一
のであるので詳細な説明は省略する。
【００２８】
　第２出力電流制御部２３０は、第２出力電流算出部２２０で算出した出力電流が、制限
電流を超えるか否かを判断する。制限電流は、出力電流が、系統連系インバータの故障を
誘発させる可能性がある限界電流を意味する。第２出力電流制御部２３０は、算出した出
力電流が制限電流を超えるならば、出力電流を所定の値だけ低減するように、系統連系イ
ンバータ２００を制御する。
【００２９】
　図４は、図３に記載された第２出力電流制御部２３０による出力電流の低減をグラフに
図示した参照図である。図４に図示されているように、出力電流が正常に出力されていて
、系統低電圧が発生すれば、系統低電圧発生の時点以後、出力電流が急に高くなる。それ
によって、第２出力電流制御部２３０は、急に高くなった出力電流が制限電流を超えると
判断されれば、出力電流の大きさを所定の値以下低減させるように、系統連系インバータ
２００を制御する。それによって、系統連系インバータ２００は、制限電流電流より所定
の値が低減された大きさを有する出力電流を出力する。
【００３０】
　一方、第２出力電流制御部２３０は、出力電流を所定の値以下に低減させる時点におい
て、第２タイマ２４０が計測動作を開始するように制御する。
【００３１】
　第２タイマ２４０は、第２出力電流制御部２３０の計測開始命令によって時間を計測す
る。その後、第２出力電流制御部２３０は、第２タイマ２４０の計測時間が所定の時間（
例えば、１００［ｍｓ］）が経過したか否かを判断する。ここで、所定の時間は、系統電
圧の異常が解消されるほどの十分な時間を意味する。
【００３２】
　もし第２タイマ２４０の計測時間が所定の時間が経過したならば、第２出力電流制御部
２３０は、低減されて出力されている出力電流に対して、本来サイズの出力電流が出力さ
れるように、系統連系インバータ２００を制御し、それによって、系統連系インバータ２
００は、本来サイズの出力電流を出力する。
【００３３】
　以下、本発明による、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法について、
添付された図面を参照して説明する。
【００３４】
　図５は、本発明の、系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法について説明
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するための一実施形態のフローチャートである。
【００３５】
　第１出力電流感知部１１０は、系統連系インバータ１００の出力電流を感知する（第３
００段階）。
【００３６】
　第３００段階後、第１出力電流算出部１２０は、感知された出力電流のＤ軸電流及びＱ
軸電流を計算して出力電流を算出する（第３０２段階）。第１出力電流算出部１２０は、
感知した出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、計算されたＤ軸電流及びＱ軸電流の
自乗の合算値に対するルート値を求めて出力電流を算出する。
【００３７】
　第３０２段階後、第１出力電流制御部１３０は、出力電流と基準電流との差が所定の範
囲を超えるか否かを判断する（第３０４段階）。基準電流は、系統電圧が正常な場合にお
ける出力電流の基準値に該当し、所定の範囲は、出力電流が系統連系インバータの故障を
誘発させる基準電流からの限界範囲を意味する。
【００３８】
　第３０４段階後、算出した出力電流と前記基準電流との差が前記所定の範囲を超えるな
らば、第１出力電流制御部１３０は、出力電流を所定の値だけ低減させる（第３０６段階
）。算出した出力電流と基準電流との差が所定の範囲を超えるならば、系統電圧に異常が
発生した可能性があることを意味するので、第１出力制御部１３０が出力電流を所定の値
だけ低減するように系統連系インバータ１００を制御する。それによって、系統連系イン
バータ１００は、基準電流から所定の範囲以上の大きさを有する電流に対して、所定の値
以下に低減された出力電流を出力する。
【００３９】
　第３０６段階後、第１出力電流制御部１３０は、出力電流を所定の値だけ低減させた後
、所定の時間が経過したか否かを判断する（第３０８段階）。ここで、所定の時間は、系
統電圧の異常が解消されるほどの十分な時間を意味する。
【００４０】
　第３０８段階後、所定の時間が経過したならば、第１出力電流制御部１３０は、低減さ
れた出力電流を本来の出力電流に復帰させる（第３１０段階）。もし計測時間が所定の時
間が経過したならば、第１出力電流制御部１３０は、低減されて出力されている出力電流
に対して、本来サイズの出力電流が出力されるように系統連系インバータ１００を制御し
、それによって、系統連系インバータ１００は、本来サイズの出力電流を出力する。
【００４１】
　図６は、本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法について説明す
るための一実施形態のフローチャートである。
【００４２】
　第２出力電流感知部２１０は、系統連系インバータ２００の出力電流を感知する（第４
００段階）。
【００４３】
　第４００段階後、第２出力電流算出部２２０は、感知された出力電流のＤ軸電流及びＱ
軸電流を計算して出力電流を算出する（第４０２段階）。第２出力電流算出部２２０は、
感知した出力電流のＤ軸電流及びＱ軸電流を計算し、計算されたＤ軸電流及びＱ軸電流の
自乗の合算値に対するルート値を求めて出力電流を算出する。
【００４４】
　第４０２段階後、第２出力電流制御部２３０は、出力電流が制限電流を超えるか否かを
判断する（第４０４段階）。制限電流は、出力電流が系統連系インバータの故障を誘発さ
せることができる限界電流を意味する。
【００４５】
　第４０４段階後、算出した出力電流が制限電流を超えるならば、第２出力電流制御部２
３０は、出力電流を所定の値だけ低減させる（第４０６段階）。算出した出力電流が制限
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電流を超えるならば、系統電圧に異常が発生した可能性があるということを意味するので
、第２出力制御部２３０が出力電流を所定の値だけ低減するように、系統連系インバータ
２００を制御する。それによって、系統連系インバータ２００は、制限電流より所定の値
が低減された出力電流を出力する。
【００４６】
　第４０６段階後、第２出力電流制御部２３０は、出力電流を所定の値だけ低減させた後
、所定の時間が経過したか否かを判断する（第４０８段階）。ここで、所定の時間は、系
統電圧の異常が解消されるほどの十分な時間を意味する。
【００４７】
　第４０８段階後、所定の時間が経過したならば、第２出力電流制御部２３０は、低減さ
れた出力電流を本来の出力電流に復帰させる（第４１０段階）。もし計測時間が所定の時
間が経過したならば、第２出力電流制御部２３０は、低減されて出力されている出力電流
に対して、本来サイズの出力電流が出力されるように系統連系インバータ２００を制御し
、それによって、系統連系インバータ２００は、本来サイズの出力電流を出力する。
【００４８】
　一方、前述の本発明の系統低電圧発生による系統連系インバータの保護方法は、コンピ
ュータで読み取り可能なコード／命令（instructions）／プログラムによって具現される
。例えば、コンピュータで読み取り可能な記録媒体を利用して、前記コード／命令／プロ
グラムを動作させる汎用デジタルコンピュータで具現される。前記コンピュータで読み取
り可能な記録媒体は、磁気記録媒体（例えば、ＲＯＭ（read only memory）、フロッピー
ディスク、ハードディスク、磁気テープなど）、光学的判読媒体（例えば、ＣＤ（compac
t disc）－ＲＯＭ、ＤＶＤ（digital versatile disc）など）のような記録媒体を含む。
【００４９】
　以上のような本願発明である系統低電圧発生による系統連系インバータの保護装置及び
その方法は、理解の一助とするために、図面に図示された実施形態を参照にして説明した
が、それは例示的なものに過ぎず、当該分野で当業者であるならば、それらから多様な変
形、及び均等な他の実施形態が可能であるという点を理解するであろう。従って、本発明
の真の技術的保護範囲は、添付された特許請求の範囲によって定められるのである。



(9) JP 2016-524450 A 2016.8.12

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】



(10) JP 2016-524450 A 2016.8.12

【図６】



(11) JP 2016-524450 A 2016.8.12

10

20

30

40

【国際調査報告】



(12) JP 2016-524450 A 2016.8.12

10

20

30

40



(13) JP 2016-524450 A 2016.8.12

10

20

30

40



(14) JP 2016-524450 A 2016.8.12

10

20

30

40



(15) JP 2016-524450 A 2016.8.12

10

20

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,RW,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,R
S,SE,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,
BB,BG,BH,BN,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,H
R,HU,ID,IL,IN,IR,IS,JP,KE,KG,KN,KP,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI
,NO,NZ,OM,PA,PE,PG,PH,PL,PT,QA,RO,RS,RU,RW,SA,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,
UG,US,UZ

(72)発明者  ムン，　サンホ
            大韓民国　７９１－７５４　キョンサンブックド，　ポハンシ，　ブッグ，　デアンギル　５６，
            　１１１－１０２
(72)発明者  チャン，　ジュヨン
            大韓民国　７９１－９４８　キョンサンブックド，　ポハンシ，　ブッグ，　フンハウップ，　ド
            ンヘデロ　１４６３ボンギル　１７－７，　ルーム　３０１
(72)発明者  キム，　ジェシグ
            大韓民国　３６１－７９３　チュンチョンブックド，　チョンジュシ，　フンドックグ，　スゴッ
            クロ　４６，　１０２－１１０５
(72)発明者  リー，　ジンス
            大韓民国　７９１－７８３　キョンサンブックド，　ポハンシ，　ブッグ，　デゴックロ　７，　
            １０１－５０１
Ｆターム(参考) 5G013 AA01  AA04  AA14  BA01 
　　　　 　　  5G053 AA01  AA12  BA01  CA04  EB01  FA01 
　　　　 　　  5H770 BA11  GA20  HA02Y LA03Z LB09 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

